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米国景気概況：景気は持ち直しの動き

米国経済は持ち直しの動きが続いている。昨年10-12月期の実質GDP成長率（確定値）は、新型コロナ感染再拡大

の影響などから前期比年率＋4.3％と7-9月期の大幅増から減速した。もっとも、昨年末に成立した総額9,000億ドルの

追加経済対策の効果もあり、新型コロナの感染が再拡大した中でも、1月以降の主要経済指標は再加速した。総額1.9

兆ドルのさらなる経済対策も成立、ワクチン接種の普及も進み、景気の回復ペースは一段と加速する見通しである。
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米国景気概況：企業部門、雇用

企業部門：2月の鉱工業生産は前月比▲2.2％減少。記録的な寒波の影響で、石油精製所などの稼働が一時的に

停止した。設備投資の先行指標である2月のコア資本財受注は同▲0.8％と10ヶ月ぶりに減少した。

雇用：2月の非農業部門雇用者数は前月差＋37.9万人と2ヶ月連続で増加した。失業率は6.2％と、コロナ禍前と

比べると依然として高水準にあるものの、緩やかな改善が続いている。

（出所）CEIC （出所）CEIC
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米国景気概況：消費、物価

個人消費： 2月の実質個人消費は前月比▲1.2％と、1月に600ドルの現金給付の効果により大幅増加した反動で減

少した。寒波の影響も消費を下押ししたとみられる。

物価：FRBが重視するコアPCEデフレータ上昇率は、2月に前年比＋1.4 ％と前月から小幅低下 した。

物価実質個人消費
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米国景気概況：対外貿易

1月の財輸入は前月比＋1.6％、財輸出は同＋1.5％と増加し、貿易赤字（財）は▲846億ドルと小幅拡大した。

国別にみると、最大の赤字国である対中国（▲272億ドル）の赤字幅は縮小したが、対カナダ（▲20億ドル）、対メキシ

コ（▲119億ドル）などの赤字幅が拡大した。

財輸出入

（出所）CEIC
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米国景気概況：金融政策～FRBは量的緩和の長期化を確認

FRBは、3月16日～17日に開催した連邦公開市場委員会（FOMC）で、ゼロ金利政策と量的緩和策の継続を決定した。

また、会合後に公表されたFOMC委員の経済見通しでは、ゼロ金利が少なくとも23年末まで続くとの中心シナリオが、昨

年12月に示された前回見通しから維持された。

金融市場は、長期金利が上昇基調にあるものの、株価は景気回復期待により史上最高値を更新した。

FRB総資産 長期金利

（出所）CEIC
（出所）CEIC
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